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7月第208号llllllllli''1111'､'｡･.52年 高萩市市民憲章

'1 自然をたいせつにし、美しいまちをつく
りましょう

1 きまりを守り、明るいまちをつくりまし

よう “
1 礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを ！覇 つくりましょう

1 元気で働き､豊かなまちをつくりましょうI
1 思いやりのある、あたたかいまちをつく ｜
りましようと編集：熱鶴雷読電驫聖輔印刷藤枝印職斯発行

乢

さ
る
６
月
５
日
、
高
萩
市
民
体
育
館

で
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
高
萩
第
一
団

の
発
団
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
発
団
式
に
は
、
日
立
市
、
常
陸

＝

太
田
市
、
北
茨
城
市
、
十
王
町
な
ど
か

ら
４
５
０
名
の
友
隊
ス
カ
ウ
ト
が
友
情

参
加
し
ま
し
た
。

式
典
は
、
育
成
会
長
、
団
委
員
長
の

体育館で開かれた

発団式

あ
い
さ
つ
に
は
じ
ま
り
、
市
長
な
ど
が

祝
辞
を
の
べ
一
た
あ
と
友
隊
ス
カ
ウ
ト
の

激
励
に
対
し
、
高
萩
第
㈲
一
団
ス
カ
ゥ
ト

を
代
表
し
て
大
越
治
君
（
少
年
隊
の
ワ

シ
班
班
長
）
Ⅱ
高
中
３
Ｉ
が
力
強
く
答

辞
し
式
典
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
駅
ま
で
パ
レ
ー
ド
を

し
て
幕
を
と
じ
ま
し
た
。

高
萩
第
一
団
ス
カ
ウ
ト
は
、
鈴
木
朝

夫
さ
ん
（
高
浜
町
３
の
１
０
４
）
を
隊

長
と
し
、
ゞ
昨
年
４
月
１
日
に
弼
名
の
隊

員
で
誕
生
し
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、

氾
名
が
隊
員
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま

牛
ｑ
／
◎

ー

力強く発団パレードをする隊員

私
は
、
６
月
５
日
に
行
な
わ
れ
た
日

本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
高
萩
第
一
団
ス
カ

ゥ
ト
の
発
団
式
に
参
加
し
て
、
三
年
前

を
回
想
し
て
い
る
。

そ
う
、
あ
れ
は
、
私
が
、
小
学
校
６
年

生
の
時
、
友
達
か
ら
「
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
に
入
っ
て
み
る
気
は
な
い
か
」
と
言

わ
れ
た
。
「
す
こ
し
考
え
て
み
る
」
と

言
っ
て
み
た
が
結
論
は
す
ぐ
に
出
た
。

そ
れ
は
、
単
に
ユ
ニ
ホ
ー
ム
な
ど
の
外

面
的
な
部
分
に
あ
こ
が
れ
て
い
た
た
め

奉
仕
の
精
神
な
ど
は
お
か
ま
い
な
し
で

あ
っ
た
。

し
か
し
、
入
隊
し
仲
間
た
ち
と
一
緒

に
な
っ
て
奉
仕
活
動
や
、
野
外
活
動
を

し
て
い
る
う
ち
に
、
最
近
、
奉
仕
の
精

神
と
い
う
こ
と
ば
が
少
し
な
が
ら
で
も

分
っ
て
き
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
発
団
式
の
新
鮮
な
気

持
ち
を
忘
才
ず
に
、
活
動
や
、
訓
練
に

参
加
し
、
よ
り
良
い
ス
カ
ウ
ト
に
な
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
ボ
ー
ィ
ス
カ
ゥ
ト
茨
城
連
盟

高
萩
第
一
団
、
ワ
シ
班
班
長

大
越
治

ボーイスカウトに
入隊して

大越治くん
(行人塚・高中）

○聞いていますか「市政だより」茨城放送（ラジオ）日曜9時20分。 テレホンサービス（3） 1 1 5 1 ． 1 1 52
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41 戸
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７
月
皿
日
に
行
な
わ
れ
る
参
議
院
議

員
の
選
挙
は
、
３
年
ご
と
に
議
員
の
半

数
が
改
選
さ
れ
る
重
要
な
選
挙
で
す
。

国
会
が
二
院
制
に
な
っ
て
第
ｎ
回
目

で
す
が
、
過
去
に
お
け
る
参
議
院
議
員

選
挙
の
投
票
率
は
低
く
、
過
去
９
回
の

県
平
均
が
、
紅
・
詔
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

最
高
の
投
票
率
で
も
齢
・
“
パ
ー
セ
ン

ト
で
す
。
衆
議
院
議
員
選
挙
と
比
較
し

ま
す
と
約
叩
パ
ー
セ
ン
ト
も
低
く
、
ま

た
、
市
長
選
挙
、
市
議
会
議
員
選
挙
と

市長室と事業部の機構が変りました
丁長室 、 ． （現行） ， I ． 、(改革）市長室 、 ． （現行

一秘書担当

一職員担当

市長室一一企画担当

一開発担当

. 一市民活動

７
月
扣
日
は

！ －秘吉課

’一職員難
→市長公室一一企画課

－開発課

担当 一市民活

－秘書係

一職員係

一企画係

一開発係

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
す

勤課二|帯雛雛
事業部 （現行） （改革）

－農林課農林係、畜産係
農業土木係

経済部一
一農林課 農業共済係

一商工課
一都市計画課 商工係、観光係

事業部一 2つに分離
’｜－建設課 → －建設課管理係､土木係

建築係
建設部一

一商工課
一都市計画課庶務計画係

工務係

注:現在、財政課管財係で行っていた、市営住宅管理は、建設課

に移管され管理係で行なわれることになりました。

を
比
較
し
ま
す
と
、
さ
ら
に
、
パ
ー
セ

ン
ト
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

投
票
で
き
る
人

○
昭
和
鼬
年
７
月
加
日
で
満
加
歳
以
上

（
昭
和
詑
年
７
月
ｎ
日
以
前
に
出
生

し
た
者
）
で
日
本
国
民
。

○
昭
和
兜
年
３
月
晦
日
以
前
か
ら
引
き

続
き
高
萩
市
の
区
域
に
住
所
が
あ
っ

て
、
同
日
以
前
か
ら
高
萩
市
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
。

高
浜
３
丁
目
は
高
浜
集
会
所
に
変
更

ー

農業後継者の結婚をあっせんします

最近の農業後継者の結婚難は、農村にとって大きな問題とな

っています。後継者が安心して農業経営ができるようにする‘た

め、農業後継者育成協議会と農業委員会が中心となり後継者の

結婚のあっせんを行なうことになりました。

相談活動にあたり協議会では、あらかじめ農業後継者の未婚

者名簿、結婚候補者名簿を作り、結婚相談員により結婚のあっ

せんを行なうものです。

結婚相談員に次の方々が委嘱されましたのでご相談ください。

くわしいことは、農業委員会へご連絡ください。 （篭(3)2;111

内線252）

結婚相談員名簿

投
票
の
順
序

○
地
方
選
出
議
員
・
・
…
．
薄
い
黄
色
の
紙

に
黒
刷
り

（
先
に
投
票
す
る
）

○
全
国
選
出
議
員
：
…
・
白
色
の
紙
に
赤

刷
り

（
後
に
投
票
す
る
）

投
票
の
時
間

○
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

住

高萩市大和町2－80

〃 安良川723

" 石滝2,478

" 島名1， 162
、寺

" 秋山1,078

〃 下手綱707

〃 ‐高戸739

" 赤浜63

" 上手綱2.917-3

ヶ 下君田708 ‘

" 中戸川1 ,882

ヶ 上手綱179

名
一
郎
．
雄
丞
忠
一
薫
郎
夫

之
一
、

一
一
平
利
“
藤
梅

電 話

(2)2 1 84

(2)4834

(2)4208

氏
一
識
銅
一
報
一
刷
一
叫
一
認
一
酢

Pﾉ「

投
票
区
を
増
設

高
萩
第
３
投
票
区
の
う
ち
、
高
浜
町

３
丁
目
全
域
を
分
割
し
て
、
高
萩
第
５

投
票
区
を
設
定
し
ま
し
た
。

投
票
所
は
、
高
浜
集
会
所
で
す
。
高

浜
町
３
丁
目
の
人
は
、
・
間
違
い
の
な
い

よ
う
お
い
で
く
だ
さ
い
。

７
月
扣
日
不
在
と
な
る
方
は

投
票
は
、
原
則
と
し
て
投
票
日
の
当

日
に
投
票
所
へ
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
次
の
事
由
に
該

当
す
る
方
は
、
選
挙
の
告
示
日
か
ら
投

た
だ
し
、
若
栗
、
横
川
、
下
君
田
、

上
君
田
、
大
能
、
中
戸
川
お
よ
び
福

平
投
票
区
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で

(3)2323

(2)4505

、

(3)0592

(3)0564．

(3)01 51

若・7236

若8222

(2)3259

（
↑
）

繁
雄圭口

金
沢

細
一
藤

鈴
一
大

木
一
部
咋
一
島

猷
一
雄
一
雄

啓
一
英

伊帥左武郎

農業改良普及所）
ｵ<戸市青柳町池上3，657－14 (2)3062

柴田正己

弓野 仁

鈴木光一

斉藤勝美

大高裕司

下山田満男

松本 基

柴田徳夫

豊田武門

佐川五郎兵衛

鈴木広次

大部昭雄

高萩市石滝499－1 (2)5383

(3)4748

(2)3082

(2)3578

(2)5272

(3)2297

若7 1 62

(3)03 1 6

若761 1

若8197

若7336

(2)3866

ク 秋|,Ij300

" 上手綱1,747

〃 下手綱712

" 島名1, 134

" 上手綱546 .

ヶ 下君田1.828

ケ 高萩147

〃 横川197

〃 大能468

〃 上君田537

"秋山1，649

票
日
の
前
日
ま
で
の
間
、
例
外
と
し
て

不
在
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
選
挙
人
が
投
票
区
の
区
域
外
で

職
務
、
ま
た
は
、
業
務
に
従
事
中

で
あ
る
人
。

②
選
挙
人
が
や
む
を
得
な
い
用
務

ま
た
は
、
事
故
の
た
め
高
萩
市
外

に
旅
行
中
、
ま
た
は
、
滞
在
中
の

人
。

③
選
挙
人
が
疾
病
、
ま
た
は
出
産

の
た
め
入
院
予
定
に
あ
る
人
。

不
在
者
投
票
所

市
役
所
三
階
小
会
議
室

不
在
者
投
票
指
定
病
院

高
萩
協
同
病
院

博
順
会
高
萩
病
院
（
元
高
萩
寛

仁
会
高
萩
病
院
）

；
§
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働くみなさんに

労信協で貸付を
第
７
回
を
迎
え
た
恒
例
の
「
高
萩
市

民
ま
つ
り
」
が
７
月
詔
日
・
型
日
の
２

日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
も
「
高
萩
市
民
ぱ
や
し
」
の
流

７
月
霊

組合組織のない中小企業や、事業所に働く

なさんに県労働者信用基金協会（労信協）か
資金が借りられます。ご利用ください｡ くわ
くは市役所間工課(霞（8）2111内線264）

恒
例
の
聖
日

一

駅

”
市
民
ま
つ
り
“

且前
通
り
を
中
心
に

住宅資金貸付 (土地･建物担保）

し
お
ど
り
が
駅
前
通
り
を
中
心
に
行
な

わ
れ
ま
す
。

「
市
民
ぱ
や
し
」
の
流
し
お
ど
り
は

羽
日
午
後
６
時
妬
分
鼓
笛
隊
の
パ
レ
ー

ド
の
あ
と
、
同
７
時
別
分
か
ら
、
駅
前

通
り
を
中
心
に
左
回
り
の
流
し
お
ど
り

が
開
始
さ
れ
、
同
９
時
終
了
と
な
り
ま

す
。
お
ど
り
は
簡
単
で
す
か
ら
、
ど
な

た
に
で
も
す
ぐ
で
き
ま
す
。
み
ん
な
そ

ろ
っ
て
お
ど
り
の
列
に
入
っ
て
高
萩
市

民
ば
や
し
で
楽
し
み
ま
し
よ
う
。

服
装
な
ど
は
、
ふ
だ
ん
着
で
じ
ゅ
う

ぶ
ん
で
す
。

銅
日
叫
日
の
主
な
行
事

○
認
日
（
土
）
（
雨
天
順
延
）

▽
「
市
民
ば
や
し
」
流
し
お
ど
り

●用 途土地建物の購入･新築･増改資金
●融資金額50万円以上'000万円まで。

（但し担保物件評価の80％以内）

Qの
‐

生活資金貸付L生活資金貸付ノ(無担保）
●用 途生活費全般（耐久消費財購入､教育､医療

冠婚葬祭､住宅修理､借金返済など）

●融資金額3万円以上40万円まで（ ｜万円きざみ）

置鐵鼻瀞
駅
前
通
り

午
後
７
時
訓
分
か
ら
午
後
９
時
ま

で

○
酪
日
（
土
）
、
型
日
（
日
）

▽
「
こ
ど
も
ミ
コ
シ
」
各
町
内
で
実

施
約
“
基
の
「
こ
ど
も
ミ
コ
シ
」

が
各
町
内
で
に
ぎ
わ
う
こ
と
で
し

ょ
う

交通規制（午後6;OO～9:30) 7月23日(雨天順延）

⑤車輌通行止

④車輌進入禁止
－－バス路線
過常午後8時まで駐車禁止となっております力
当日に限り午後9時30分まで駐車禁止

育英資金貸付 (無担保）

iの入学資金．●用 途子弟の大学･短大･高校の入学資金･在学
・資金

●融資金額子弟|につき'0万円以上40万円まで(I0万

円きざみ)最高80万円まで

但し退職金の範囲内とし、退職金が不す

る場合は担保を必要とします。

▽
市
民
ま
つ
り
撮
影
会
・

２
日
間
の
ま
つ
り
の
写
真
を
募

集
し
、
後
日
展
示
会
が
行
な
わ

れ
ま
す
。

お
ど
り
か
た
お
し
え
ま
す

「
高
萩
市
民
ぱ
や
し
」
の
お
ど
り
の

講
習
を
受
け
た
い
各
種
団
体
や
、
グ
ル

ー
プ
に
は
、
講
師
を
派
遣
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
日
時
や
場
所
を

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
人
数
に

つ
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
場
合
は

、
人
以
上
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
方
は
、
市
役
所
商
工
課
翻

内
線
２
６
４
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。交
通
規
制
は

午
後
６
時
か
ら
午
後
９
時
別
分
ま
で

図
の
と
お
り
羽
日
（
雨
天
順
延
）
の

午
後
６
時
か
ら
午
後
９
時
鋤
分
ま
で
車

の
進
入
や
駐
車
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

ー

お
ど
り
コ
ー
ス
内
な
ど
、
き
め
ら
れ

た
と
こ
ろ
に
は
、
車
を
乗
り
入
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

当
日
の
バ
ス
路
線
と
な
っ
て
い
る
道

路
は
、
通
常
午
後
８
時
ま
で
駐
車
禁
止

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
配
日
（
雨
天
順

延）に限り午後９時抑分までは、駐車できません。

マ
イ
カ
ー
な
ど
ご
利
用
の
方
は
、
当

日
の
交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

、
、
、
、
対
、
、
、
、
、
、
、
茂
、
、
、
Ｎ
、
ぺ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
べ
ぺ
、
苓
奄
さ
、
侭
く
閏
、
兇
尺
冨
、
、
、
、
、

夏休み中の子どもを

交通事故から守ろう

“夏の交通事故防止県民運動”

実施期間 7月2 1 日～8月31 日

スローガン

ゆとりをもって

ゆっく り走ろう．

重点事項①子ども歩行者などの事故防止

②ヘルメット、 シートベルトの着用

，③飲酒､‘過労運転の事故防止

第27回

”社会を明るく ．

する運動"｜
毎年7月は"社会を明るくする

運動,，の月です。

私たちのまちから非行少年

を出さぬよう市民のみなさん

の協力をお願いします。 1

＝藍 E 画 一・一 一＝ 一 一口一一一
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口
一

一
下
水
道
は
、
都
市
整
備
の
根
幹
を
な
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
公
共
下
水
道

一
と
都
市
下
水
道
に
分
け
ら
れ
、
住
民
の
生
活
環
境
整
備
と
し
て
欠
く
こ
と
の

一
で
き
な
い
公
共
施
設
で
す
。
一

一
た
群
布
称
稚
越
錘
岬
雲
隷
暗
》
罐
埼
率
耗
罐
塞
吋
珍
轄
杯
峨
窪
曄
鉾
吋
麺
を
一

一
姉
民
鈍
賠
詫
恥
咋
郡
峨
値
本
函
即
云
捧
輝
侭
橦
応
卦
趣
癬
と
認
識
を
得
る
た
一

口
Ｉ

住みよい環境づく り

◇一ズー下水道を考 える◇ シリ ①

下
水
道
の
整
備
は
、
水
質
保
全
の
ほ

か
、
汚
水
の
滞
留
、
悪
臭
の
発
生
、
蚊

〈
エ
の
発
生
の
防
止
あ
る
い
は
雨
水
を

す
み
や
か
に
集
め
て
流
し
、
家
庭
や
道

路
が
水
び
た
し
に
な
る
こ
と
な
く
浸
水

災
害
を
防
止
す
る
な
ど
生
活
環
境
の
整

備
を
は
．
か
る
た
め
に
「
下
水
道
」
が
必

要
と
な
る
わ
け
で
す
。

「
水
」
そ
れ
は
、
現
代
に
生
き
る
私
た

ち
に
と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
貴
重

な
財
産
で
あ
る
と
と
も
に
、
次
代
を
築

く
若
き
世
代
と
の
共
通
の
財
産
で
す
。

私
達
は
、
こ
の
「
水
」
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
幾
多
の
文
化
を

は
ぐ
く
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
、
こ
の
水
の
汚

れ
が
急
激
に
進
み
、
私
達
を
取
り
ま
く

生
活
環
境
は
、
日
に
日
に
悪
化
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
私
達
が
貴
重
な
水
の

利
用
方
法
を
誤
っ
て
い
た
結
果
で
す
。

こ
れ
ま
で
水
を
利
用
す
る
施
設
は
、
各

家
庭
、
工
場
等
で
た
く
さ
ん
設
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
利
用
後
の
汚
れ
た
水

下
水
道
の
必
要
性

下
水
道
と
は

ー

は
、
そ
の
ま
ま
川
や
海
に
流
し
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
昔
の
よ
う
に
人
口

が
少
な
か
っ
た
り
、
あ
ま
り
活
発
な
生

産
活
動
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
時
代
に

お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
汚
れ
は
、
川
や

海
の
自
然
の
浄
化
作
用
に
よ
り
分
解
さ

れ
、
川
や
海
は
、
そ
の
美
し
さ
を
保
っ

て
き
ま
し
た
．
し
か
し
な
が
ら
、
今
日

の
よ
う
に
、
人
間
が
増
え
、
大
規
模
な

生
産
活
動
が
行
な
わ
れ
、
大
量
の
水
が

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
川
や
海

の
自
然
の
浄
化
作
用
だ
け
で
は
汚
れ
を

分
解
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
然
の
》
ハ

ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
た
結
果
、
近
年
、
川

や
海
の
汚
れ
は
急
激
に
進
み
、
昔
の
よ

う
な
美
し
さ
を
失
い
、
各
地
で
公
害
問

題
も
発
生
し
て
き
ま
し
た
・
一
従
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
水
の
汚
れ
を
防
ぎ
、
昔
の

よ
う
な
美
し
い
流
れ
を
も
ど
す
に
は
、

水
の
汚
れ
を
人
口
的
に
処
理
し
て
取
り

除
き
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
川
や
海
に

流
し
ま
す
．
こ
の
よ
う
な
働
き
を
す
る

の
が
「
下
水
道
」
で
す
。

を
思
い
が
ち
で
す
が
、
高
萩
市
で
計
画

し
て
い
る
「
下
水
道
」
、
つ
ま
り
公
共

下
水
道
と
は
、
分
流
式
で
台
所
や
便
所

風
呂
場
な
ど
か
ら
流
さ
れ
る
家
庭
汚
水

あ
る
い
は
中
小
工
場
か
ら
出
る
汚
水
、

な
ど
を
人
目
に
ふ
れ
ず
地
下
に
埋
め
た

汚
水
管
に
よ
っ
て
終
末
処
理
場
で
浄
化

処
理
し
、
ま
た
、
雨
水
は
水
路
を
へ
て

一
般
的

周
囲
の
Ｕ

側
溝

字
溝
や
道
路
沿
い
の
排
水
溝

と
違
う
下

と
違
う
下
水
道

に
下
水
道
と
い
う
と
、
家
の

川
や
海
へ
流
す
施
設
で
す
。

本
来
、
道
路
の
そ
ば
に
あ
る
側
溝
は

道
路
に
降
っ
た
雨
水
の
排
除
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
下
水
道
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
や
む
を

得
ず
道
路
の
側
溝
に
家
庭
雑
排
水
な
ど

を
流
し
、
場
所
に
よ
っ
て
は
ど
ち
ら
へ

も
流
れ
ず
、
一
年
中
、
水
が
た
ま
り
、

下
水
道
の
普
及
は

文
化
的
水
準
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

公
共
下
水
道
は
、
家
庭
の
下
水
（
大
市
町
が
、
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
こ

小
便
、
風
呂
水
、
流
し
、
雑
排
水
等
）
の
他
に
筑
波
研
究
学
園
都
市
の
事
業
が

や
工
場
排
水
を
集
め
て
処
理
す
る
こ
と
県
と
日
本
住
宅
公
団
の
双
方
に
よ
り
施

を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
る
下
水
道
で
工
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
実

地
方
公
共
団
体
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
際
に
処
理
を
開
始
し
て
い
る
の
は
、
水

事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
県
内
蛇
市
町
戸
、
日
立
の
２
市
で
他
は
近
々
開
始
の

村
の
う
ち
、
水
戸
市
、
日
立
市
な
ど
皿
予
定
で
す
。

砲
》
一

塞
錘
一

主
跡
一
水
戸
福
島
日
立

宇
都
宮

千
葉
前
橋
札
幌

名
古
屋

大
阪
三
薦

一
．
）

I9!wM
94％34
90

42

71

雨63
悪
臭
や
、
力
、
〈
エ
《
の
発
生
場
所
に
な

る
ｌ
と
い
う
結
果
を
招
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
解
消
す
る
た
め

に
も
、
下
水
道
を
早
く
建
設
し
、
生
活

環
境
の
整
備
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

94 40

繩
99％

世界の

下水道の普及率
＝

イ
ギ
リ
ス

イ
ス
ラ
エ
ル

ア
メ
リ
カ

フ
ラ
ン
ス

日
本

イ
ー
ン
ド
Ｊ
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国
民
年
金
改
正
法
が
５
月
鋤
日
に
国

会
で
成
立
し
ま
し
た
。

国
民
年
金
は
、
国
民
の
生
活
水
準
な

ど
の
変
動
に
応
じ
て
、
少
な
く
て
も
５

年
に
一
度
は
、
年
金
水
準
の
見
直
し
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
拠
出

(A)
〔拠出年金〕

;今耗裁

実施時期改 『正（月額）現行(月額）

H召和51年度の消費者物価上昇

率に応じた年金額の引上げ

9．4パーセント

翌舞
:燕

年金額のスライ I

35.558円32,500円標準（25年）年金

10 年 年 金

＝

桧

円
円

５

８

２

０

４

４

勺

９

２

６

２

１

20,500円
52年7月 牙I

15,000円年 年 金５

45,125円

36,100円

41,250円障害年金 1 級

今
や
一
一

33,000円障害：年金2級

が
引
き
上
げ
に

物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
加
算

年
金
で
は
、
消
費
者
物
価
指
数
が
、
５

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
変
動
が
あ
っ
た
と

き
に
は
、
自
動
的
に
物
価
ス
ラ
イ
ド
に

よ
る
加
算
が
実
施
さ
れ
、
福
祉
年
金
も

こ
れ
と
同
程
度
の
増
額
が
は
か
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
改
正
は
、
副
年
度
の
全

国
消
費
者
物
価
指
数
が
、
帥
年
度
に
比

較
し
て
９
．
４
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
し
た

こ
と
に
よ
り
年
金
額
な
ど
が
表
⑧
⑧
の

よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

1■

母 子 年 金

(準母子年金，遺児年金）
36,100円33,000円

2,200円 2,730円 53年4月保 険 料

(B)
〔福祉年金〕 宰

実施時期改正(月額）現行(月額）

15,000円13,500円老齢福 ilt 年金

22,500円20,300円障害福祉年金1級

52年8月

国民年金受給要件一覧15,000円障害福祉年金2級 13,500円

二霊亀＊ ． ．，
受 給 要 件母子福 ，祉年金

（準母子福祉年金）
年金の種類17,600円 19,500円

保険料を納めた期間と保険料の納付を免除された

期間が25年（昭和5年4月1日以前に生まれた人は

年齢に応じて24年から10年までに短縮されます）以

~上ある人が65歳になったとき。

（60歳から繰り上げ請求できる）

所得制限の緩和・本人所得制限

（夫婦収入額）
52年5月年収153万円 年収164万円

老齢年金
公的年金併給制限の緩和
（限 度 額）

33万円 52年8月28万円

支払期月 の変更 52年12月4月､8月、12月1月、5月、9月

国民年金に加入した期間と厚生年金や共済組合な

どに加入した期間を合わせて25年（年齢に応じて短

縮）以上ある人が65歳になったとき。

（60歳から繰り上げ請求できる）

通算老齢

年 金

山

国
民
年
金
に
は
こ
の
よ
う
な
種
類
が

請
求
は
早
め
に

国
民
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
請
求
が
必
要
で
す
。

が
、
老
令
に
な
っ
た
と
き
や
、
病
気
や
年
金
が
受
け
ら
れ
る
要
件
は
、
次
の

け
が
の
た
め
働
け
な
く
な
っ
た
り
、
ま
表
の
と
お
り
で
す
。
あ
な
た
が
こ
の
表

た
、
日
常
生
活
に
大
変
不
自
由
を
き
た
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
ま
だ
年
金
の

す
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
あ
る
い
は
不
請
求
を
し
て
い
な
い
と
き
は
、
で
き
る

幸
に
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
な
ど
に
だ
け
早
め
に
請
求
の
手
続
き
を
し
て
く

本
人
や
遺
族
の
生
活
を
守
る
た
め
各
種
だ
さ
い
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
年
金
係

の
年
金
が
あ
り
ま
す
。
露
③
２
１
１
１
内
線
２
２
４
で
ご
相
談

こ
の
よ
う
な
年
金
を
受
け
る
た
め
に
く
だ
さ
い

事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し
て

昭
和
別
年
分
の
所
得
税
を
納
税
し
た
人

に
は
、
６
月
下
旬
に
税
務
署
か
ら
還
付

請
求
書
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

特
別
減
税
の
還
付
金

ー

最近の1年（厚生年金や共済組合などに加入した

期間も通算します）以上保険料を納めている人が，

病気やけがをして身体障害となったとき。

障害年金

厳近の1年以上保険料を納めている妻が夫を亡<

くして18歳未満の子と一諸に生活しているとき。
母子年金

最近1年以上保険料を納めている祖母か姉が，夫

や父，息子を亡くし， 18歳未満の孫や弟，妹と生活
しているとき。 。

準母子年金

ま
だ
、
お
手
も
と
に
お
持
ち
の
人
は

郵
便
局
名
な
ど
の
所
要
事
項
を
記
入
し

至
急
税
務
署
・
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

還
付
請
求
書
を
提
出
さ
れ
て
か
ら
、

還
付
金
を
受
取
る
ま
で
に
１
１
２
カ
月

か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

最近の1年（厚生年金や共済組合などに加入した

期間も通算します）以上保険料を納めている父や母

が亡くなり， 18歳未満の子だけが残されたとき。

遺児年金

|
老齢年金をうける資格のある夫が年金をうけずに

亡くなったとき60歳から64歳までの問妻に。

3年以上保険料を納めた人が年金をうけずに死亡

したときその遺族に。

寡婦年金

死亡一時金

心
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「
三
つ
の
誓
い
を
守
っ
た
精
神
力
は

人
に
は
で
き
な
い
も
つ
と
も
堅
実
な
も

の
で
す
。
」
ｌ
と
語
る
鈴
木
朝
夫
さ
ん

（
鯛
歳
）
Ｉ
高
浜
町
３
の
１
０
４
は
、

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
高
萩
第
一
団
の

少
年
隊
の
隊
長
で
す
。

鈴
木
さ
ん
は
、
昭
和
嶋
年
８
月
に
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
指
導
者
講
習
を
受
け

昨
年
９
月
に
県
連
盟
の
ウ
ッ
ト
バ
ッ
チ

研
修
を
終
了
。
市
内
た
だ
一
人
隊
長
の

ニーー

ニーー

ニ＝＝

＝＝＝

6号国道で ’

空カン回収に300人

６
月
５
日
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
市
民
運
動
推
進
協
議
会
で
は
、

全
国
環
境
週
間
に
ち
な
ん
で
６
号
国
道
（
赤
浜
１
花
貫
）
約
６
キ
ロ
に
わ
た
り

空
カ
ン
回
収
作
業
の
奉
仕
を
し
ま
し
た
。
作
業
に
は
、
婦
人
会
、
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
青
年
会
議
所
、
社
協
東
支
部
の
会
員
な
ど
、
《

約
３
０
０
人
が
参
加
、
２
ト
ン
車
ダ
ン
プ
６
台
分
に
山
と
積
ま
れ
た
空
カ
ン
を

回
収
し
ま
し
た
。

’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

資
格
を
と
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
、
妃
年

９
月
に
設
立
準
備
と
し
て
、
見
習
隊
員

肥
名
（
小
６
年
以
上
）
を
隊
員
に
発
足

し
ま
し
た
が
、
昨
年
４
月
に
日
本
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
連
盟
に
正
式
に
登
録
し
て

い
る
。「
青
少
年
の
健
全
育
成
に
は
、
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
が
一
番
で
す
ね
．
ひ
と
の

た
め
、
社
会
の
た
め
に
奉
仕
で
き
る
力

高萩第1団

スカウトの
ー

少年隊長

鈴木朝夫さん

相
談
は
無
料
で
、
結
婚
や
離
婚
、
相

統
や
扶
養
、
交
通
事
故
な
ど
で
、
秘
密

は
守
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

’

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

三

一

一

一

一

一

二

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

二

一

一

一

一

一

二

二

一

一

一

一

一

一

一

一

一

二

一

一

一

二

一

一

一

一

一

一

二

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

室

○
と
こ
ろ
上
君
田
公
民
館

「
６
月
５
日
に
発
団
式
も
終
り
ほ
っ
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
も
育
成
会
の
み
な
さ

標

ん
の
お
か
げ
で
す
、
隊
員
も
年
少
隊

（
カ
ブ
隊
）
（
小
３
１
小
５
年
）
も
含

め
。
、
沌
名
に
増
え
ま
し
た
。

「
入
隊
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
が
、

リ
ー
ダ
し
が
少
な
く
て
、
今
、
リ
ー
ダ

ー
に
な
っ
て
く
れ
る
人
を
さ
が
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
’
一
と
認
年
夏
》
に
開
か
れ

る
４
年
に
１
回
の
全
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ

ー
大
会
（
富
士
市
）
を
め
ざ
し
、
今
日

も
隊
員
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

１

○
と
き
７
月
烈
日
（
水
）

人
権
相
談
を
行
な
い
ま
す
。
な
や
み

ご
と
や
、
心
配
ご
と
を
お
持
ち
の
方
は

相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

上
君
田
・
で

を
養
い
ま
す
」
と
話
す
。

無
料
の
人
権
相
談

午
前
叩
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で

隅Ⅱルー

ユ
；
月
；

し
て
も
そ
の
木
を
ま
も
り
き
れ
な
く
な

る
と
、
木
の
精
を
別
の
木
に
異
動
さ
せ

る
木
の
精
の
い
な
い
樹
木
は
枯
れ
た
り

切
ら
れ
た
り
す
る
。

ダ
ム
サ
イ
ド
の
ダ
ム
の
ま
わ
り
に

大
木
が
枯
れ
た
は
赤
松
や
カ
シ
類

の
大
木
が
多
く
、
枝
ぶ
り
が
よ
く
い
つ

も
緑
の
葉
を
し
げ
ら
せ
、
美
し
い
風
致

樹
木
が
枯
れ
く
ぐ
の
ち
の
神
は

切
ら
れ
る
と
き
な
か
な
か
忙
し
い

日
の
神
や
山
、
風
、
水
、
｜
雷
、
土
、
火

、
疫
病
な
ど
の
神
々
と
の
話
し
合
い
。

木
こ
り
か
ら
の
願
い
も
あ
っ
て
．
ど
う

八
旧
Ｖニー

樹
木
の
神
東
洋
で

と
木
の
精
も
西
洋

で
も
大
木
に
は
神
が
宿

っ
て
い
る
と
信
じ
ら
れ

て
い
る
。

日
本
の
樹
木
の
神
は

、
、
、
、

く
ぐ
の
ち
の
神
と
い
っ

て
、
木
々
の
間
を
く
ぐ

り
ぬ
け
て
、
樹
木
を
見

ま
わ
り
、
大
木
に
は
木

の
精
を
宿
ら
せ
て
ま
も

っ
て
い
る
。

花
貫
ダ
ム

林
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
ダ
ム
の
向
う
が
わ
の
小
高
い
所

に
あ
る
赤
松
の
大
木
が
一
本
枯
れ
て
し

ま
っ
た
。
ど
ん
な
原
因
か
ら
か
惜
し
い

こ
と
を
し
た
。
そ
の
原
因
を
知
ら
な
い

で
い
て
枯
ら
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
な

ん
と
も
残
念
だ
。

ダ
ム
の
北
が
わ
の
別
当
が
沢
の
奥
に

あ
っ
た
ア
カ
ガ
シ
の
大
木
は
昨
年
秋
の

大
風
で
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。
幹
ま
わ
り

が
四
・
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
が
約
二
十

五
メ
ー
ト
ル
も
あ
っ
て
、
す
く
す
く
と

の
び
あ
が
っ
て
い
た
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
こ
ん
な
大
き
な
木

が
、
し
か
も
暖
か
い
地
方
に
生
育
す
る

ア
カ
ガ
シ
が
は
え
て
い
た
の
を
知
っ
て

い
た
市
民
は
少
な
か
っ
た
と
思
う
。

今
は
も
う
見
ら
れ
な
い
。
学
術
的
な
面

か
ら
も
貴
重
な
存
在
で
あ
っ
た
の
に
。

大
木
は
そ
の
木
だ
け
を
残
し
て
お
い

て
も
、
ま
わ
り
の
変
化
に
よ
っ
て
生
育

不
能
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
ま
わ
り
の

環
境
に
よ
っ
て
、
生
を
保
ち
、
そ
だ
っ

て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
心
し
た
い

も
の
だ
。
》
（
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

と
自
然
（
Ｍ
）

みられなくなった

アカガシの大木
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◆

ｆ
◆
。

▽
◆
。

◆
？
◇

申

ｊ

や
り
寺

．
◆
凸

俄
申
●

◆
。
▲

●
令
◆

マ
ザ
◆
凸

ゞ
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
入

院
な
ど
に
よ
り
医
療
費
が
高
額
と
な
っ

た
場
合
、
一
定
の
要
件
を
み
た
し
て
い

れ
ば
、
高
額
療
養
費
の
適
用
を
受
け
１

カ
月
３
９
，
０
０
０
円
（
８
月
か
ら
は

５
１
，
０
０
０
円
の
予
定
）
以
上
の
負

担
は
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
額
療

養
費
の
支
給
は
、
約
３
カ
月
ぐ
ら
い
後

に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
間
、
患
者
さ

高
額
療
養
費
の
支
給
ま
で

貸
し
付
け
制
度
の
利
用
を

７
月
か
ら
９
｜
旧
以
内
に

梅
雨
の
霧
れ
間
に

爽
や
か
な
初
夏
の
陽
ざ
し
が
、
青
葉
に
降
り
そ
そ
ぐ
。

窓
辺
の
少
女
は
、
熱
い
ま
な
ざ
し
で
、
対
象
の
ば
ら
を
ス
ケ
ッ
チ
《

し
て
い
る
。

遠
く
で
市
役
所
の
午
報
が
き
こ
え
て
く
る
。絵
と
文
伊
藤
龍
馬

①
世
帯
主
、
ま
た
は
世
帯
の
生
計
を

ん
は
医
療
機
関
に
支
払
わ
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
医
療
費
の
支
払
い
に
お
困

り
の
方
に
対
し
て
高
額
療
養
費
の
支
給

が
さ
れ
る
ま
で
資
金
の
貸
付
け
を
行
な

う
制
度
を
昨
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貸
し
付
け
を
受
け
る
要
件

一・

＃

維
持
す
る
方

②
①
の
方
で
、
前
年
所
得
が
規
則
で

定
め
る
額
以
下
の
方

貸
し
付
け
の
限
度
額

高
額
療
養
費
の
、
分
の
８
以
内
（
７

月
か
ら
、
分
の
９
以
内
に
な
る
予
定
）

貸
し
付
け
の
条
件

利
率
は
、
無
利
子
で
償
還
期
限
は
高

額
療
養
費
の
支
給
の
日
ま
で
で
す
。

貸
し
付
け
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
所
定

の
用
紙
が
市
役
所
保
険
年
金
課
に
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
露
③
２

１
１
１
内
線
２
２
６
へ

交
通
安
全
の
啓
蒙
に
役
だ
て
ゞ
て
く
だ

さ
い
ｌ
と
、
こ
の
ほ
ど
市
役
所
に
鉄

製
の
看
板
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
鉄
製
の
看
板
は
、
昭
和
興
産
株

式
会
社
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
大

き
さ
が
、
た
て
卯
セ
ン
チ
、
よ
ご
卯
セ

ン
チ
の
正
方
形
の
も
の
で
、
高
さ
が
１

８
０
セ
ン
チ
か
ら
な
り
ま
す
。

鉄
製
の
看
板
を

市
役
所
に
寄
贈

一一一一一一一一一一一一一一一一一
一
↑
ｊ
ｆ
ロ
ノ
・
口
Ｊ
ノ
ご
・
１
吋
、
１
１
１
ご
国
国
ｂ
ｌ
Ｉ
ｌ
－
安
静
を
保
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ

一
ろ
が
帯
あ
き
が
無
事
終
っ
た
は
ず
の
こ

一
の
女
性
は
、
五
月
二
十
三
日
、
に
わ
か

一
に
死
去
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
四
十
三
才
の
出
産
は
、
現
在
で
も
高

一
年
出
産
に
あ
た
る
。
若
く
も
な
い
母
体

一
が
急
死
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か

一
し
か
し
産
後
二
十
一
日
は
無
事
に
す
ぎ

一
た
の
で
あ
る
。
原
因
は
ほ
か
に
あ
っ
た口益

金
福
祉
の
た
め
に
７
，
５
６
０
円

Ｏ
善
意
あ
り
が
と
う

○
岩
間
登
さ
ん
Ⅱ
秋
山

福
祉
の
た
め
に
１
０
，
０
０
０
円

○
荒
木
恭
平
さ
ん
Ⅱ
本
町

青
少
年
の
た
め
に
４
，
５
０
０
円
○
大
類
ク
マ
さ
ん
Ⅱ
中
戸
川

○
大
高
正
茂
さ
ん
Ⅱ
本
町
老
人
福
祉
に
１
０
，
０
０
０
円

福
祉
の
た
め
に
３
０
，
０
０
０
円
○
茨
城
放
送
Ⅱ
水
戸
市

○
三
原
卓
男
さ
ん
Ⅱ
有
明
町
Ｉ
ハ
ザ
ー
交
通
遺
児
に
１
０
０
，
０
０
０
円

又
罪過
１
／
諄

、

藝
厳
権
・

＃

士
心

１
１
か
可
浜

１，
打
ワ
赤
文

嘩
陸
佐
⑳

元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
の
死
亡
者

に
、
「
妙
与
霊
、
五
月
廿
三
日
、
廿
一

日
、
産
の
ひ
ま
を
は
明
て
、
相
違
無
か

ら
し
め
、
廿
三
日
に
は
か
に
死
去
す
、

四
十
三
才
」
と
あ
る
・
一

「
廿
一
日
、
産
の
ひ
ま
明
て
」
と
は

「
出
産
し
て
か
ら
二
十
一
日
目
の
帯
あ

き
が
終
っ
て
」
の
意
味
で
あ
る
。
今
か

ら
三
五
五
年
前
の
元
和
の
こ
ろ
も
、
出

産
か
ら
枕
上
げ
ま
で
は
二
十
一
日
間
の

安
静
を
保
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
帯
あ
き
が
無
事
終
っ
た
は
ず
の
こ

の
女
性
は
、
五
月
二
十
三
日
、
に
わ
か

に
死
去
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

四
十
三
才
の
出
産
は
、
現
在
で
も
高

Lゴ

１
○

だ
ろ
う
力

に
ち
が
い
な
い
。
お
そ
ら
く
帯
あ
き
の

日
の
夜
の
、
夫
の
思
慮
の
な
い
行
為
が

母
体
を
そ
こ
な
い
出
血
多
量
で
妻
を
に

わ
か
に
死
に
追
い
や
っ
た
の
で
は
な
い

そ
の
日
、
母
と
子
は
身
体
を
洗
い
清

め
て
鎮
守
様
に
お
宮
参
り
を
し
、
お
赤

飯
を
た
い
て
祝
い
を
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
翌
日
に
は
、
こ
の
母
は
わ
が
子

の
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

夫
は
狂
わ
ん
ば
か
り
に
、
自
責
の
念
に

さ
い
な
ま
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
に
し
て
も
、
あ
わ
れ
な
の
は
乳
の
み

児
を
残
し
て
息
絶
え
て
い
っ
た
母
親
の

姿
で
あ
る
。

欲鞠戦謹＄溌裁鞭

蕊
瀞

熱

灘

熱鰯砦建』 罰ざ『.』唾

現在の滝神社
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さ
る
、
６
月
８
日
、
私
た
ち
市
政
モ

ニ
タ
ー
の
施
設
見
学
会
が
あ
り
ま
し
た

こ
の
見
学
会
で
一
番
関
心
を
も
ち
、

印
象
に
残
っ
た
の
は
北
部
処
理
場
で
す

ま
ず
、
驚
い
た
こ
と
は
埋
め
立
て
地

が
煙
を
出
し
、
土
中
か
ら
黒
煙
が
吹
き

出
し
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

１
日
羽
ト
ン
の
ゴ
ミ
を
収
集
し
、
９

人
の
従
業
員
で
休
み
な
く
フ
ル
回
転
し

身
体
中
す
す
だ
ら
け
に
な
り
熱
気
の
中

で
働
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
行
政
に
対
す
る
不
満
、
批

判
は
「
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
こ
こ
に
あ
り
」

と
提
言
す
る
の
で
す
が
、
現
場
で
働
い

恥

二
三
三
三
三
一
三
三
一
三
三
三
三
三
一
一
三
三
一
三
三
三
一
一
一
一
三
一
三
一
一
一
三
一
三
二
三
一
８
月
の
市
政
懇
談
会

９
日
中
戸
川
公
民
館

妬
日
下
組
公
民
館

,l‘州‘今月の納税,Ⅲ卿,!""Ⅲ卿川Ⅲ川ⅢⅢ, , ,Ⅲ‘＝ ＝
＝ ＝
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己 ＝
主

市の人口とf廿帯数 畠
＝

言

二

＝ ＝
吾 忘
三

6月1日現在 前月比 皀＝

三

二

＝ 昇

皇 人口 31，373人 （＋41） 言
＝

二

男 15，382人 （＋17） 言＝

吾

二 二
＝ ＝

女 15，991人 （＋24） 菖二
＝

差 ＝
二 二

言微帯 8，6671廿帯 (+20) :
＝ 三

＝
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「
目
で
み
る
市
政
教
室
」

に
参
加
し

市
政
モ
｜
一
夕
Ｉ
稲
田

エ
」
の
根
源
に
も
な
り
ま
す
。

市
政
教
室
」

庭
に
埋
め
れ
ば
経
費
の
節
約
に
も
な

に
参
加
し
て
り
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
自
分
た
ち
の

ゴ
ミ
は
自
分
た
ち
の
手
で
処
理
し
て
い

草
一
一
タ
ー
稲
田
道
子

く
努
力
を
す
る
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た

て
い
る
人
々
の
姿
を
み
る
と
、
ど
う
し

明
る
く
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
は

て
、
当
り
前
の
仕
事
を
き
ち
ん
と
守
れ
ま
ず
、
こ
う
し
た
各
人
の
心
構
え
が
一

な
い
の
か
と
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
番
必
要
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

一
、
不
燃
物
、
可
燃
物
の
区
分
を
し
つ
処
理
施
設
も
、
近
い
将
来
、
も
つ
と

か
り
す
る
。
大
が
か
り
な
機
械
の
導
入
を
し
な
げ
れ

各
家
庭
で
大
き
な
ビ
’
－
１
ル
に
何
で
ぱ
な
ら
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
こ

も
入
れ
て
し
ま
う
の
で
処
理
場
で
は
二
と
を
考
え
る
と
無
分
別
な
行
動
は
少
し

重
の
一
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
特
に
ス
プ
で
も
つ
つ
し
み
た
い
も
の
で
す
。

レ
ー
缶
は
危
険
で
す
。
わ
ず
か
妬
分
間
の
視
察
で
し
た
が
考

台
所
の
生
ゴ
ミ
は
水
き
り
を
完
全
に
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
今
日
も

す
る
。
道
路
に
山
と
積
ん
で
あ
る
ゴ
ミ
を
み
て

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
、
水
分
を
含
心
の
痛
み
で
も
あ
り
ま
す
。

む
も
の
が
多
く
な
り
、
こ
の
処
理
に
は
こ
う
し
た
「
目
で
み
る
市
政
教
室
」

た
く
さ
ん
の
重
油
を
使
い
、
ま
た
「
〈
に
は
一
人
で
も
多
く
の
方
が
参
加
し
、
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二
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一
一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

み
ん
な
が

こ
ど
も
相
撲
大
会

参
加
す
る
文
化
活
動

こ
ど
も
相
撲
大
会
（
高
萩
市
相
撲
連
無
料
の
夏
期
美
術
講
座
の
開
設

盟
と
市
体
育
協
会
主
催
）
が
次
の
日
程
と
き
、
７
月
卵
日
午
後
１
時
鋤
分
か
ら

で
行
な
わ
れ
ま
す
。
７
月
剖
日
午
前
、
時
か
ら

日
時
７
月
”
日
（
日
）
と
こ
ろ
、
高
萩
市
中
央
公
民
館

午
前
９
時
か
ら
理
時
ま
で
講
師
伊
藤
竜
馬
先
生

場
所
高
萩
中
学
校
体
育
館

小
学
生
か
ら
一
般
が
対
象
で
水
彩
、

（
屋
内
土
俵
設
置
）

競
技
油
絵
な
ど
の
用
具
を
持
参
の
こ
と
。

団
体
戦
・
小
学
２
年
か
ら
６
年
生
各
‐
！
‐
！
‐
‐
・
‐
ｉ
１
’
’
１
‐
！
…
‐
‐
‐
！
…
‐
１
！
‐

１
名
ず
つ
計
５
名
で
チ
ー
ム
を
編
成
文
化
芸
術
の
講
演

個
人
戦
・
学
年
ご
と
に
１
年
生
か
ら
と
き
、
８
月
６
日
午
後
１
時
鋤
分
か
ら

行
な
い
各
学
年
と
も
３
位
ま
で
入
賞
と
こ
ろ
、
高
萩
市
中
央
公
民
館

申
し
込
み
は
チ
ー
ム
名
、
監
督
名
・

選
手
名
を
記
入
し
、
市
教
育
委
員
会
講
師
、
茨
大
教
授
巻
島
友
治
先
生

内
体
協
事
務
局
へ
７
月
型
日
ま
で
に
※
い
ず
れ
も
申
込
み
や
、
連
絡
は
、
市

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
教
育
委
員
会
電
③
１
１
３
１
へ

ー

身
障
者
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
県
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

５
月
”
日
、
す
ば
ら
し
い
日
和
の
も
○
準
決
勝

と
、
里
美
中
学
校
庭
に
県
北
９
市
町
村
日
立
研
究
所

皿
、
叩
叩
叩
叩
”
和
訓
一
脚

か
ら
出
場
選
手
総
勢
２
８
４
名
が
集
い

和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
体
力
、
技
を
高
萩
市
役
所

競
い
あ
い
ま
し
た
。
○
決
勝住友
金
属
鹿
島

高
萩
市
か
ら
は
訓
名
が
参
加
し
、
砲

皿
叩
訓
刎
叩
叩
皿
叩
刈
一
秘

丸
投
げ
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
が
強
く

総
合
で
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
高
萩
市
役
所

己
。
ｉ
ｉ
１
Ｉ
ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ

”
オ
ル
ガ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
子
ど
も
の

自
転
車
鋤
な
ど
、
中
古
品
で
な
く
不
用

に
な
っ
た
品
物
の
「
不
用
品
交
換
コ
ー

ナ
ー
」
を
市
報
で
紹
介
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ゆ
ず
り
ま
す
、
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

正
し
い
市
政
の
理
解
の
も
と
に
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ｆ
詐
洋
婦
造
翌

不
用
訂
晶

交
換
．
ｆ
犬
脳

（
） “

も

》

虻

市
役
所
チ
ー
ム
初
の

天
皇
杯
全
国
大
会
へ

土
浦
で
行
な
わ
れ
た
第
犯
回
天
皇
杯

軟
式
野
球
大
会
県
大
会
で
、
高
萩
市
役

所
チ
ー
ム
は
、
優
勝
候
補
の
住
友
金
属

鹿
島
を
７
対
３
で
敗
り
初
優
勝
し
ま
し

た
。
優
勝
し
た
市
役
所
チ
ー
ム
は
、
７
月

９
日
、
加
日
千
葉
県
で
行
な
わ
れ
る
関

東
擢
手
権
大
会
へ
県
代
表
と
し
て
、
ま

た
８
月
”
日
か
ら
６
日
間
長
野
県
で
行

な
わ
れ
る
全
国
大
会
に
も
出
場
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

県
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

○
準
決
勝

日
立
研
究
所

皿
、
叩
叩
叩
叩
”
和
訓
一
脚

高
萩
市
役
所

○
決
勝
住
友
金
属
鹿
島

皿
叩
訓
刎
叩
叩
皿
叩
刈
一
門

高
萩
市
役
所

と
希
望
さ
れ
る
方
は
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
（
電
話
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）

申
し
込
み
は
、
か
な
ら
ず
、
〈
ガ
キ

で
住
所
、
氏
名
、
交
換
の
品
名
、
電
話

番
号
（
な
い
場
合
は
呼
び
出
）
を
記
入

の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先
は
、
高
萩
市
中
央
公
民

館
（
高
萩
”
番
地
）
内
、
は
ま
な
す
生

活
学
校
あ
て
、
電
話
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
交
換
す
る
場

合
は
、
本
人
同
志
で
行
な
い
ま
す
。

午前7時50分に変更します。(ラジオ放送の一部変更）7月24日の「市政だ より」は


